
 

 

 

 

 

 

「市言語・難聴児育成会きつおん親子カフェ」

主催のイベントが本学で開催された。男子 Bリー

グ 2 部ライジングゼファー福岡の加藤寿一選手

が子ども達とバスケットボールで交流し、午後は

自らのきつおんと向き合いながら夢を叶えられ

た経験を子ども達や保護者の皆さんに話された。 

HCU EAGLES もイベントのお手伝いをさせ

ていただいた。開会前には開会セレモニーの練習

をはじめ、準備体操として行うラーメン体操の練

習や加藤選手との打ち合わせを行った。始まって

みると、子ども達の元気な姿と笑顔に私達も喜び

を感じないではいられなかった。 

プロのバスケットボール選手が、自分の経験をもとに、

子ども達に元気と勇気を持ってもらおうと活動される姿

や、まるで会場に笑顔と活力を注入されるようなスタッ

フの先生や保護者のみなさんの姿に暖かい気持ちと感動

をいただいた一日となった。 

 

学生のリーダーを務めた 3年生野崎の感想より 

今日の活動や講演会でのお話を通して、吃音症につい

てこれまでより深く知ることができました。実際に吃音

症と向き合いながらバスケットボールを続けてきた加藤

選手と一緒に活動をしたりお話を聞いたりする中で、吃

音があっても自分らしく夢に向かって挑戦し続ける姿に強く心を動かされた。また、子ども

たちと一緒にバスケットをすることで、言葉だけでなく表情や行動から相手の気持ちを考

えることの大切さや子供たちが安心して楽しく参加できる雰囲気作りの大切さを学びまし

た。今回の経験を今後の生活に活かしていきたいです。 
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6/21(日) 「きつおん親子カフェ」イベント 本学で開催  

加藤選手とクラブハウスで打ち合わせ 

笑顔でラーメン体操 

ゲームの手本をやって見せる学生 最後に子ども達と加藤選手と記念写真 中国新聞にも掲載 


